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出雲弥生の森博物館だより
I ZUMO　YAYO INOMOR I　MUSEUM

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 29 号 （2018 年 4 月）

よすみちゃん

第29号

も
の
づ
く
り
体
験
が
大
集
合
！

　
　
　

古
代
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

　

復
元
し
た
弥
生

　

土
器
で
ご
飯
を

　

炊
こ
う
！

　
　

み
よ
し
風
土
記
の
丘
・

　
　

広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　

お
ゆ
ま
る
で
作
ろ
う
！

　
　
　
　

ま
が
玉
ス
ト
ラ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

　

和
同
開
珎
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ラ
バ
ン
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
神
谷
博
物
館

　

ま
が
玉
消
し
ゴ
ム
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

５
月
３
日（
木
・
祝
）～
６
日（
日
）

　

キ
ャ
ラ
探
し
ス
ー
パ
ー

　

博
物
館
に
隠
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
探
そ
う
！
全
部
見
つ
け
る
と

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
。

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
開
催

時
間
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
博
物
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

４
月
29
日
は
当
館
の
開
館
記
念
日
で

す
。
今
年
も
こ
の
日
を
中
心
に
「
出
雲

弥
生
の
森
ま
つ
り
」
を
、
地
元
「
弥
生

の
森
お
お
つ
」
な
ど
と
協
力
し
て
開
催

し
ま
す
。

４
月
28
日（
土
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

出
雲
商
業
高
校

　

書
道
パ
フ
ォ
ー

　

マ
ン
ス

　
　
　
　

10
時
～

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ　
　

11
時
～

　

よ
し
と
の
飛
び
出
す
紙
芝
居

　
「
ｔ
ｕ
ｋ
ｕ
ｒ
ｕ
」　　
　
　

13
時
～

　

紙
芝
居
と
音
楽
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ

た
歌
あ
り
踊
り
あ
り
ク
イ
ズ
あ
り
の

新
感
覚
参
加
型
紙
芝
居
！

　

喫
茶
コ
ー
ナ
ー　
　
　

10
時
～
15
時

４
月
29
日（
日
・
祝
）

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
折
り
紙
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
・
13
時
～

　

博
物
館
探
検
隊　
　
　
　
　

11
時
～

　

普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
博

物
館
の
裏
側
を
探
検
し
よ
う
！

　

西
谷
墳
墓
群
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

　

火
起
こ
し
体
験

　
　
　
　

10
時
～
15
時

　

ま
が
玉
づ
く
り
体
験

　
　
　
　

10
時
～
15
時

同
時
開
催　

史
跡
公
園
イ
ベ
ン
ト

４
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
・
祝
）

地
元
に
ぎ
わ
い
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

10
時
～
15
時

　

屋
台
村

　

・
焼
そ
ば

　

・
唐
揚
げ　

な
ど

　

わ
た
が
し

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス

　

野
外
遊
び
コ
ー
ナ
ー

　

・
ま
て
ば
し
い
飛
ば
し
に
挑
戦
！

　

・
吹
き
矢 

な
ど

４
月
30
日（
月
・
振
）

　

弥
生
の
森

　
　
　

特
製
大
鍋

　
（
限
定
１
０
０
食
）

　
　
　
　
　

12
時
～

無料無料無料無料

無料無料

無料 無料

無料 無料無料無料 有料

有料

有料有料有料有料

有料

出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
１
８
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第29号

築
山
遺
跡
出
土
木
簡
と

　
　

中
世
出
雲
の
牛ご

ず
て
ん
の
う

頭
天
王
信
仰

★
特
集　

研
究
ノ
ー
ト
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

牛頭天王木簡

の実測図

　

こ
の
冬
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流

行
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
病
気
の
原

因
は
主
に
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
で
あ
る

と
、
現
在
の
私
た
ち
は
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
発
見
は
世
界
的
に
も
19
世

紀
以
降
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
で
は
、
目
に
見
え
な
い
病
気
や

死
の
原
因
と
し
て
、
古
代
か
ら「
鬼
」の

存
在
が
意
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
安

時
代
の
仏
教
説
話
集『
日に

ほ
ん
り
ょ
う
い
き

本
霊
異
記
』

に
は
、
讃
岐
国（
今
の
香
川
県
）の
女
性

が
病
気
と
な
り
、
地
獄
か
ら
閻え

ん
ま
お
う

魔
王
の

使
と
し
て
来
た
鬼
に
対
し
て
家
の
門
前

に
用
意
し
た
料
理
を
食
べ
さ
せ
、
満
足

し
た
鬼
に
許
さ
れ
難
を
逃
れ
る
と
い
う

話
が
載
っ
て
い
ま
す
。こ
の
説
話
で
は
、

鬼
を
「
疫え

き
し
ん神
」
と
も
言
い
換
え
て
お
り
、

当
時
の
人
び
と
の
鬼
に
対
す
る
意
識
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

中
世
に
な
る
と
、
疫
神
と
し
て
「
牛

頭
天
王
」
が
意
識
さ
れ
ま
す
。
牛
頭
天

王
は
本
来
、
イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
の
守

護
神
と
さ
れ
、
初
め
は
疫
病
を
流
行
さ

せ
る
神
で
あ
っ
た
の
が
、
次
第
に
疫
病

か
ら
人
々
を
守
る
神
へ
と
立
場
を
変
え

ま
し
た
。『
日
本
霊
異
記
』
の
話
の
よ

う
に
、
疫
神
を
接
待
す
る
行
為
が
次
第

に
信
仰
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
牛
頭
天
王
信
仰
は
、
祇
園
社（
今

の
京
都
・
八
坂
神
社
）を
中
心
に
、
祇

園
社
と
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
天
台
宗
延

暦
寺
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
全
国

へ
広
ま
り
ま
し
た
。

　

中
世
出
雲
の
牛
頭
天
王
信
仰
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
築
山

遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
木
簡
で
す
。
長
さ

77
㎝
の
大
き
な
木
簡
で
、
牛
頭
天
王
を

表
現
し
た
か
の
よ
う
に
成
形
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
見
て
も
、
牛
頭
天
王

を
主
と
す
る
木
簡
は
珍
し
く
、
そ
の
形

も
他
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
年
代

は
、
周
囲
で
見
つ
か
っ
た
土
器
か
ら
、

15
世
紀（
室
町
時
代
）頃
と
推
定
さ
れ
ま

す
。

　

木
簡
の
文
字
を
見
る
と
、
中
心
に

「
南
無
牛
頭
天
王
」、
そ
の
上
に
は
梵
字

で
「
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
梵
字
の
言
葉
は
、
大
日

如
来
に
祈
る
と
き
に
使
わ
れ
ま
す
。
大

日
如
来
は
密
教（
天
台
宗
・
真
言
宗
）の

中
心
的
な
仏
で
、
こ
の
木
簡
に
は
密
教

の
僧
侶
が
関
わ
っ

た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。
牛
頭

天
王
に
冠
さ
れ
た

「
南
無
」
も
仏
教
用
語
で
す
。

　

一
方
で
、
木
簡
の
下
部
に
書
か
れ
た

「
九
々
八
十
一
」「
天
刑
星
」
は
陰
陽
道

に
関
わ
る
言
葉
で
す
。
陰
陽
道
で
は
九

を
最
も
縁
起
の
良
い
数
と
し
、「
九
々

八
十
一
」
は
九
と
九
が
重
な
る
最
大
数

と
し
て
の
呪
力
を
込
め
た
言
葉
で
す
。

「
天
刑
星
」
は
本
来
、
道
教
の
神
で
、

次
第
に
牛
頭
天
王
と
同
一
視
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
世
の
牛
頭
天
王
信
仰
は
、
日
本
古

来
の
山
岳
信
仰
と
密
教
が
結
び
つ
い
た

修
験
道
や
、
陰
陽
道
の
知
識
を
も
つ
僧

侶
が
村
里
を
め
ぐ
り
広
め
た
と
さ
れ
、

こ
の
木
簡
は
密
教
と
陰
陽
道
の
思
想
が

混
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
好
資
料
で

す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
木
簡
は
地
面
に
掘
ら

れ
た
楕
円
形
の
穴
の
中
で
真
北
に
向

か
っ
て
供
え
ら
れ
た
よ
う
に
見
つ
か
り

ま
し
た
。真
北
に
は
鼻
高
山
を
見
通
せ
、

そ
の
山
の
向
こ
う
に
は
鰐
淵
寺
が
位
置

し
ま
す
。
鰐
淵
寺
は
修
験
道
の
聖
地
で

あ
り
、
中
世
に
は
延
暦
寺
の
末
寺
と
し

て
勢
力
を
誇
り
ま
し
た
。
当
時
、
鰐
淵

寺
で
も
牛
頭
天
王
は
信
仰
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
木
簡
は
、
鰐
淵
寺
の
牛
頭
天

王
を
意
識
し
て
埋
納
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
木
簡
の
内
容
か
ら
密
教
僧

の
関
与
が
う
か
が
え
る
こ
と
も
、
そ
の

傍
証
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
築
山
遺
跡
で
見
つ

か
っ
た
牛
頭
天
王
に
関
わ
る
木
簡
は
、

そ
の
形
状
や
文
字
の
内
容
だ
け
で
な

く
、
埋
納
の
背
景
ま
で
推
測
で
き
る
興

味
深
い
事
例
で
す
。
15
世
紀
は
牛
頭
天

王
信
仰
の
初
期
で
、
そ
の
信
仰
の
展
開

が
分
か
る
稀
有
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

（
髙
橋　

周
）
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第29号

開
催
中
～
５
月
21
日（
月
）

★
春
季
企
画
展

ふ
る
さ
と
今
昔
物
語
そ
の
１

―
佐
田
町
―

日
が
沈
む
聖
地
出
雲
の
文
化
財

（
第
３
回
）

　

出
雲
市
野
石
谷
町
の
高
野
寺
に
、「
大

般
若
経
」（
国
重
要
文
化
財
）５
９
９
巻

（
１
巻
欠
）が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
経
典
は
、
も
と
は
須
佐
神
社

（
佐
田
町
須
佐
）に
納
め
ら
れ
て
い
た

も
の
で
し
た
。
巻
第
六
百
の
奥
書
に

は
、
中
国
の
浄じ

ょ
う
れ
ん蓮が
１
２
８
８
年
か
ら

１
２
９
２
年
ま
で
丸
４
年
か
け
て
ほ
ぼ

一
人
で
書
写
し
、
十じ

ゅ
う
さ
ん
し
ょ

三
所
大
明
神（
須

佐
神
社
）に
奉
納
し
、
毎
年
転て

ん
ど
く
え
こ
う

読
廻
向

が
な
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
施
主
は
、

須
佐
郷
の
地
頭
代（
現
地
管
理
人
）で
、

幕
府
の
最
高
権
力
者
で
あ
っ
た
北
条
氏

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
人
物
で
し

た
。

　

鎌
倉
時
代
、
須
佐
郷
に
は
、
北
条
氏

の
領
地
が
約
30
㏊
あ
り
ま
し
た
。
写
経

が
行
わ
れ
た
の
は
、
北
条
氏
の
権
力
が

高
ま
っ
た
時
代
で
す
。
そ
の
中
で
北
条

氏
と
つ
な
が
り
が
あ
る
人
物
の
庇
護
を

う
け
て
、
宋
人
が
写
経
を
行
っ
て
い
た

こ
と
は
、中
国
と
の
交
流
だ
け
で
な
く
、

当
時
の
出
雲
地
方
の
政
治
や
文
化
を
知

る
う
え
で
も
、
興
味
深
い
事
実
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
「
大
般
若
経
」
は
、
や
が
て
須
佐
神

　

日
本
遺
産
「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」

を
彩
る
構
成
文
化
財
紹
介
第
３
弾
！

　

今
回
か
ら
は
、
日
御
碕
エ
リ
ア
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
稲
佐
の
浜
の
北
に
の
び

る
荒
々
し
い
海
岸
沿
い
に
は
、
魅
力
的

な
文
化
財
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

社
を
離
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
の
寛
文
年

間（
１
６
６
１
～
７
３
）、
松
江
藩
内
で

は
、
出
雲
大
社
を
は
じ
め
と
す
る
神
社

で
神
仏
分
離
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
須
佐
神
社
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
大
般
若
経
」
に
は
、
経
典
を

納
め
る
経き

ょ
う
ひ
つ櫃が
２
合
あ
り
ま
す
。
一
合

に
つ
き
二
百
巻
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
も
と
は
３
合
存
在
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
櫃
に
は
、朱
書
き
で
、

「
雲う

ん
し
ゅ
う
す
さ
お
お
か
み

州
須
佐
大
神
」、「
十
三
所
大
明
神
」、

「
大
般
若
経
函
也
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、「
雲
州
須
佐
大
神
」
と

「
十
三
所
大
明
神
」
の
文
字
に
限
っ
て
、

削
り
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

神
仏
分
離
に
よ
っ
て
須
佐
神
社
か
ら
の

移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
同
時
に
、

も
と
の
所
在
を
隠
す
必
要
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

（
安
部
百
合
子
）

大岩が積み上がった つぶて岩
（中央の石の高さは約10ｍ）

日御碕エリア

高野寺所蔵大般若経経櫃
（縦 35cm、横 57cm、高さ50cm）

★
日
本
遺
産

①
日
御
碕

　

島
根
半
島
の
最
西
端
に
あ
り
、奇
岩
・

絶
壁
が
連
な
る
変
化
に
と
ん
だ
岬
。
目

の
前
に
は
日
本
海
が
広
が
り
、
夕
日
の

大
パ
ノ
ラ
マ
を
体
感
で
き
る
絶
景
地
で

す
。

　

平
安
時
代
末
期（
約
９
０
０
年
前
）の

歌
謡
集
『
梁り

ょ
う
じ
ん
ひ
し
ょ
う

塵
秘
抄
』
に
は
、
鰐わ
に
ぶ
ち淵

（
鰐が

く
え
ん
じ

淵
寺
）と
と
も
に
「
聖ひ
じ
りの
住す
み
か所
」
と

し
て
登
場
し
、
当
時
か
ら
修
験
の
聖
地

と
し
て
名
高
い
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

②
筆ふ

で
な
げ
じ
ま

投
島

　

日
御
碕
西
側
の
海
岸
線
に
は
小
島
が

点
在
し
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
、
筆
投
島

は
、
か
つ
て
頂
に
青
松
が
茂
る
美
し
い

島
で
し
た
。
そ
の
美
し
さ
は
、
平
安

時
代
に
「
画
聖
」
と
呼
ば
れ
た
絵
師
・

巨こ
せ
の
か
な
お
か

勢
金
岡
が
、
朝
夕
刻
々
と
変
化
す
る

絶
景
を
描
き
き
れ
ず
筆
を
投
げ
た
、
と

い
う
伝
承
が
残
る
ほ
ど
で
す
。

③
つ
ぶ
て
岩

　

つ
ぶ
て
岩
は
、
国
譲
り
に
反
対
し
た

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
子
・
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ

と
、
高
天
原
の
使
者
・
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ

が
力
比
べ
を
し
、
投
げ
合
っ
た
石
が
積

み
上
が
っ
た
も
の
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
岩
が
積
み
上
が
る
不
思
議

な
光
景
は
、
ま
さ
に
神
業
。
近
く
の
展

望
台
か
ら
、
夕
日
と
と
も
に
眺
め
る
の

も
お
す
す
め
で
す
。　
（
景
山
こ
の
み
）
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〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
（E-mail） yayoi@city.izumo.shimane.jp
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

金の冠

ハート型の馬具

第29号

★
講
座
の
ご
案
内

▼
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

職
員
リ
レ
ー
講
座

　

出
雲
の
文
化
財
や
歴
史
、
最
新
の
発

掘
成
果
に
つ
い
て
、
文
化
財
課
職
員
が

わ
か
り
や
す
く
語
り
ま
す
。

５
月
26
日
（
土
）

「
荒
波
を
掻
き
分
け
る
口
田
儀
の
船
頭

― 

鳥
屋
尾
家
文
書
の

　
　
　
　
　

近
世
史
料
を
中
心
に 
―
」

　
【
講 

師
】
中
山
玄
貴

　
　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
係
）

６
月
30
日
（
土
）

「
平
成
29
年
度 

市
内
発
掘
調
査
報
告
」

　
【
講 

師
】
埋
蔵
文
化
財 

発
掘
担
当
者

　
　
　
　
　
（
埋
蔵
文
化
財
係
）

９
月
１
日
（
土
）

「
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
本
『
出
雲
国

風
土
記
』
の
系
譜  

― 

近
世
上
方
の
文

化
人
と
の
関
わ
り 

―
」

　
【
講 

師
】
髙
橋　

周

　
　
　
　
　
（
博
物
館
学
芸
係
）

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も

　
●

時　

間　

14
時
～
16
時

　
●

受
講
料　

３
０
０
円

　
●

定　

員　

80
名

　

講
座
の
受
講
に
は
事
前
申
込
み
が
必

要
で
す
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
博
物
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
に
展
示
さ
れ

て
い
る
上
塩
冶
築
山
古
墳
の
出
土
品

が
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た（
指
定
名
称
「
島

根
県
上
塩
冶
築
山
古
墳
出
土
品
」）。
金

色
に
輝
く
冠
、
金
銀
で
彩
ら
れ
た
刀
や

馬
具
な
ど
、
総
数
１
４
０
点
に
及
び
ま

す
。
出
雲
市
内
で
は
６
年
前
の
庭て

い
き
ん訓

往お
う
ら
い来（
神
門
寺
所
蔵
、
１
３
８
６
年
書

写
）の
重
文
指
定
以
来
で
す
。

　

上
塩
冶
築
山
古
墳
は
、

１
８
８
７（
明
治
20
）年

に
そ
の
横
穴
式
石
室

が
開
か
れ
、

副
葬
品
が
取

り
出
さ
れ
ま

し
た
。
造
ら
れ
て

か
ら
１
３
０
０
年
の
間
、

封
印
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
お
か
げ
で
、

品
々
は
稀
に
み
る
保
存
状
態
の
良
さ
を

保
っ
て
い
ま
し
た
。
学
術
研
究
に
役
立

て
よ
う
、
と
い
う
発
見
者
の
考
え
で
、

一
部
の
出
土
品
は
東
京
や
京
都
の
大
学

や
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
出
土
品
は
地
元
に
残
さ
れ

て
、
今
、
こ
の
博
物
館
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
古
墳
の
形
と
規
模
に
関
し
て
は

諸
説
あ
り
ま
し
た
。
現
状
で
東
西
に
長

い
長
方
形
平
面
を
し
て
い
る
の
は
、
後

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

世
に
墳
丘
に
手
が
加
わ
っ
た
か
ら
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
世
紀
に
な
っ
て
、

出
雲
市
が
古
墳
の
周
り
を
発
掘
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
古
墳
は
円
墳
で
直
径
46

メ
ー
ト
ル
、
周
囲
に
は
二
重
の
周
溝
が

あ
っ
て
そ
れ
を
含
め
る
と
直
径
１
０
０

メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
山
陰
地
方
で
こ
れ
に
匹
敵
す
る

６
世
紀
の
円
墳
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
上
塩
冶
築
山
古
墳
の
発
見
は

大
き
な
話
題
と
な
り
、
東
京
や
京
都
か

ら
も
学
者
が
見
学
に
来
る
ほ
ど
で
し

た
。
神
戸
川
の
川
向
う
に
住
む
人
が
こ

れ
を
耳
に
し
て
、「
自
分
が
山
守
り
し

ち
ょ
ー
山
に
も
同
じ
や
な
古
墳
が
あ
ー

だ
ね
か
や
」
と
考
え
た
そ
う
で
す
。

　

家
人
を
動
員
し
て
そ
の
古
墳
の
発
掘

が
始
ま
り
ま
し
た
。
予
想
に
違
わ
ず
横

穴
式
石
室
が
姿
を
現
し
、
刀
や
馬
具
や

須
恵
器
な
ど
の
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
放
レ
山
古
墳（
古
志
町
）で
し

た
。
今
な
ら
文
化
財
保
護
法
に
触
れ
ま

す
が
、
当
時
は
そ
ん
な
法
律
も
あ
り
ま

せ
ん
。
幸
い
、
古
墳
は
大
切
に
保
存
さ

れ
、
出
土
品
は
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博

物
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。

発
掘
記
念
に
植

樹
さ
れ
た
桜
は

大
樹
と
な
り
ま

し
た
。
今
ご
ろ
満
開
で
し
ょ
う
。

　

市
内
で
横
穴
式
石
室
の
学
術
目
的
の

調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
１
９
５
６（
昭

和
31
）年
の
こ
と
、
出
雲
高
校
に
よ
る

妙
蓮
寺
山
古
墳（
下
古
志
町
）の
発
掘

で
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
８
３（
昭
和

58
）年
に
は
今
市
大
念
寺
古
墳（
石
室

開
口
は
１
７
２
６
年
）、
２
０
０
８
年

に
は
国
富
中
村
古
墳（
国
富
町
）の
調

査
が
続
き
ま
す
。
い
ず
れ
の
出
土
品
も

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

上
塩
冶
築
山
古
墳
出
土
品
は
、現
在
、

お
披
露
目
の
た
め
、
多
く
が
東
京
国
立

博
物
館
に
「
出
張
中
」
で
す
。
帰
っ
て

き
た
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
あ
ら

た
め
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
し
ば
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

（
花
谷　

浩
）


